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新
線
開
業
時
の
バ
ス
路
線
網
の

再
編
を
険
討
し
て
い
ま
す

区
で
は
、
平
成
1
0年
1
月
に
策
定
し
た
「
公
共
交
通
整

備
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
日
暮
里
・
舎
人
線
お
よ
び
常

磐
新
線
の
両
新
線
開
業
時
に
お
け
る
バ
ス
路
線
網
再
編
成

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

再
編
す
る
に
あ
た
っ
て

昨
年
、
バ
ス
再
編
の
協
議
の
場
と

し
て
、
区
、
バ
ス
事
業
者
、
交
通
管

理
者
、
学
識
経
験
者
に
よ
る
「
都
市

交
通
懇
話
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
区
内
公
共
交
通
の
現
状

や
区
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
地
域

の
交
通
の
利
便
性
(
地
域
の
交
通
格

差
)
や
、
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
は

る
か
ぜ
」
の
現
状
な
ど
を
調
査
し
ま

し
た
。
そ
9
?
兄
で
、
両
新
線
が
開

業
し
た
と
き
の
、
区
の
め
ざ
す
べ
き

バ
ス
路
線
網
の
再
編
計
画
(
案
)
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
は
、

現
在
運
行
し
て
い
る
バ
ス
の
運
行
本

数
な
ど
の
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。再

編

の

視

点

現
行
の
バ
ス
路
線
を
基
本
に
、
両

新
線
の
主
要
駅
へ
の
接
続
と
、
東
西

方
向
の
交
通
網
の
充
実
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
「
交
通
の
不
便
な

地
域
の
解
消
」
や
「
区
内
の
拠
点
駅

間
の
連
絡
」
を
は
じ
め
、
「
道
路
の

幅
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
や
。

「
駅
前
広
場
、
都
市
計
画
道
路
が
完

成
し
て
い
る
こ
と
」
、
「
バ
ス
事
業

と
し
て
採
算
性
(
事
業
者
の
参
入
意

思
)
が
見
込
め
る
こ
と
」
な
ど
を
念

頭
に
お
き
、
バ
ス
路
線
網
の
再
編
は

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
た
に
1
8路
線
を
提
案

「
都
市
交
通
懇
話
会
」
で
は
、
よ

り
き
め
緇
か
な
再
編
を
実
現
す
る
た

め
、
バ
ス
路
線
の
新
設
・
延
伸
・
短

絡
・
経
由
地
変
更
や
小
型
バ
ス
に
よ

る
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
を
導
入

す
る
こ
と
で
、
新
た
に
1
8本
の
バ
ス

路
線
を
提
案
し
て
い
ま
す
(
下
図
参

照
)
。

こ
の
路
線
図
に
は
現
行
の
バ
ス
路

線
も
載
せ
て
あ
り
ま
す
が
、
新
線
開

業
な
ど
に
よ
り
、
路
線
が
廃
止
と
な

る
バ
ス
路
線
も
考
え
ら
れ
て
い
て
、

今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

再
編
実
現
に
向
け
て

《
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
》

区
民
、議
会
、区
内
交
通
事
業

者
な
ど
か
ら
の
提
案
を
集
約

↓

区
、バ
ス
事
業
者
、警
察
、学
識
経
験
者
に

よ
る
実
現
化
検
討
(
都
市
交
通
懇
話
会
)

↓

新
線
開
業
時
の
め
ざ
す
べ
き
具
体
的

な
バ
ス
路
線
網
再
編
計
画
の
策
定

区

民
生
活

に
密

着
し

た

バ
ス
再

編

を
実

現
す

る
た

め

、
区

民

の
皆

さ

ん

や
交

通
事

業
者

の
幅

広

い
ご
意
見

、

ご
提

案
を

い
た

だ
き

、
今

後

の
参
考

と

し

て

い

き

ま

す

。(

ガ

キ

、
電

話

、E

メ
ー
ル
な
ど

で

ご
意
見

を

お

寄
せ

く
だ

さ

い

。
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バ ス 路 線 図( 案)

※ 日暮里・舎人線、常磐新線の駅名は仮称です

▲ 現在、運行中の
「はるかぜ」

提案路線の一覧

※ 凡 例258 号: 都 市 計 画 道 路 補 助258 号

区長へのファクス
( FAX) 3880- 5678

「区民の 声」を

お待ちしています

バ
ス
路
線
網
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は

都
市
交
通
課
交
通
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
6

今号の主な内容
2
・
3
面
　
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
あ
な
た
の
相
談
室
/
足

立
の
今
昔

4
・
5
面
　
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
学
習
/
児

童
館
の
夏
休
み
の
主
な
行
事

6
・
7
面
　
催
し
物
ガ
イ
ド
/
く
ら
し
の
情
報
/
掲
示
板
/

区
長
へ
の
手
紙
か
ら

8
面
　
　
　
交
通
事
故
か
ら
子
ど
も
を
守
る
/
ス
ケ
ッ
チ

あ
だ
ち

葦
立
ち

夏

休

み

早
い
も
の
で
、
私
か
区
長
に
就
任

し
て
は
や
2
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

就
任
早
々
切
迫
し
て
い
た
オ
ウ
ム

対
策
や
区
の
将
来
を
危
う
く
す
る
財

政
危
機
な
ど
の
課
題
解
決
に
向
け
奔

走
す
る
一
方
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ

た
北
千
住
駅
西
口
再
開
発
の
着
手
や

コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
な
ど
、

大
き
な
進
展
を
は
か
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
今
、
忙
し
さ
に
流
さ
れ

て
は
い
け
な
い
と
し
き
り
に
思
い
ま

す
。2

1世
紀
の
足
立
区
は
、「
協
働
」
の

区
政
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
日
ご
ろ
私
が
感
じ
た
こ
と
、
考

え
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
区
民
の
皆

様
と
と
も
に
区
政
を
進
め
る
一
助
に

な
れ
ば
と
思
い
「
葦
立
ち
」
を
復
活

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
夏
休
み
。
古
い

話
で
恐
縮
で
す
が
、
私
の
夏
休
み
の

記
憶
と
い
え
ば
、
家
業
(
米
店
)
の

手
伝
い
の
合
間
を
ぬ
っ
て
荒
川
で
泳

い
だ
り
、
ザ
リ
ガ
ニ
捕
り
な
ど
に
夢

中
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
手
伝

い
の
中
か
ら
人
の
情
や
世
の
中
の
道

理
を
学
び
、
遊
び
か
ら
は
冒
険
と
危

険
の
間
合
い
の
よ
う
な
も
の
を
学
ん

だ
気
が
し
ま
す
。

夏
休
み
は
日
ご
ろ
で
き
な
い
こ
と

を
す
る
絶
好
の
機
会
。
例
え
ば
、
パ

ソ
コ
ン
を
徹
底
的
に
マ
ス
タ
ー
す

る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
な

ど
・
…

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
経
験
を
ひ
ろ

げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

明
日
2
6
日
は
、
足
立
の
花
火
大

会
。
ご
家
族
の
夏
の
思
い
出
の
1
ペ

ー
ジ
に
加
え
て
く
だ
さ
い
。

区
長
　

鈴
木
恒
年

世帯と人口 ( 13年7 月1 日現在　外国人含む)　世帯数: 282, 688　人口: 639, 702人( 男: 323, 307 人, 女316, 395人)



2001年( 平成13年) 7 月25日あ だ ち 広 報第1310 号 ( 2)

保
健
福
祉
ガ
イ
ド

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
7
月
2
8日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
・
:場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
事
務
所
の
窓
口
案
内

福
祉
事
務
所
に
は
、
福
祉
に
関
す

る
総
合
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

・
生
活
に
お
困
り
の
方

病
気
で
働
け
な
く
な
る
な
ど
、
生

活
費
や
医
療
費
で
お
困
り
の
方
に
、

生
活
保
護
の
制
度
が
あ
り
、
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。

・
高
齢
者
の
方

在
宅
で
介
護
が
必
要
な
高
齢
者

(お
お
む
ね
6
5歳
以
上
)
の
介
護
保

険
に
関
す
る
こ
と
や
介
護
保
険
以
外

の
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
(
日
常
生
活
用

具
の
給
付
、
住
宅
改
修
な
ど
)
の
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

・

身
体
に
障
害
の
あ
る
方

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、
補
装

具
、更
生
医
療
、日
常
生
活
用
具
や
住

宅
設
備
改
善
費
の
給
付
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
な
ど
の
事
業
や
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
聴
覚
障
害
の
方
に
は
、

中
部
福
祉
事
務
所
で
毎
週
木
曜
日
の

午
後
1
時
か
ら
4
時
ま
で
手
話
通
訳

者
が
相
談
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

・
知
的
に
障
害
の
あ
る
方

愛
の
手
帳
の
交
付
、
知
的
障
害
者

(児
)
の
援
護
施
設
へ
の
入
所
・
通

所
な
ど
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

・
母
子
家
庭
の
方

2
0歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
母
子

家
庭
の
方
に
、
児
童
の
就
学
資
金
や

就
職
支
度
金
な
ど
の
貸
し
付
け
、
母

子
生
活
支
援
施
設
(
母
子
寮
)
へ
の

入
所
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

指
定
の
国
民
宿
舎
な
ど
を
年
2
泊

低
額
な
料
金
で
提
供
す
る
「
ひ
と
り

親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
」
の
制
度
な
ど

も
あ
り
ま
す
。

・
女
性
の
方

夫
婦
や
男
女
の
問
題
、
深
刻
な
状

況
で
緊
急
に
保
護
を
求
め
る
場
合
な

ど
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
困
っ
て

い
る
女
性
を
対
象
に
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。

・
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方

▽
家
庭
相
談
…
家
庭
相
談
員
が
家
庭

内
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

▽
児
童
相

談
…
子
ど
も
の
養
育
や
障
害
な
ど
の

問
題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
東
部
・
西
部
の
各
福
祉

事
務
所
で
は
毎
週
木
曜
日
、
午
前
9

時
か
ら
正
午
ま
で
児
童
福
祉
司
が
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

・
出
産
費
用
に
お
困
り
の
方

妊
産
婦
の
い
る
家
庭
が
経
済
的
な

理
由
で
出
産
費
用
を
支
払
う
こ
と
が

困
難
な
場
合
、
無
料
ま
た
は
安
い
費

用
で
入
院
・
出
産
の
で
き
る
「
入
院

助
産
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
病
院
が
指
定
と
な
り
ま
す
。

対
象
=

妊
娠
7

ヵ
月
以
上
の
区
民

で
、
医
療
保
険
の
出
産
給
付
金
が
3
0

万
円
未
満
で
前
年
分
所
得
税
が
1
万
6

千
8
0
0円
以
下
の
世
帯

-

い
ず
れ
も
I

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
L
各
福
祉
事
務
所
(
表
I
)

表1　 福祉事務所一覧

※ 電話番号はお間違いのないように

現
況
届
を
忘
れ
ず
に

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
ま
た
は
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

毎
年
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
こ
れ
か
ら

の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず

本
人
が
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
に
は
住

民
票
(
外
国
籍
の
方
は
登
録
原
票
記

載
事
項
証
明
書
)
が
必
要
で
す

。
申

請
の
際
に
、
証
書
ま
た
は
「
お
知
ら

せ
」
を
提
示
す
る
と
無
料
に
な
り
ま

す
。

受
付
期
間
=
8
月
始
め
に
お

送
り
す
る
「
お
知
ら
せ
」
に
記
載
さ

れ
た
期
間
内
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

問
先
=
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
係

a
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

福
祉
手
当
(
国
制
度
)を

振
り
込
み
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉

手
当
、
福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の
1
3

年
5
月
分
～
7
月
分
を
届
け
出
さ
れ

た
預
金
口
座
に
8
月
1
0日
ご
ろ
振
り

込
み
ま
す
。

問
先
=
障
害
給
付
係

ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表
I
)

難
病
講
演
会
「
難
病
・
ど
こ
へ

行
っ
て
も
治
ら
な
い
時
」

医
者
の
か
か
り
方
・
症
状
と
の
つ

き
あ
い
方
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時
=
7
月
3
1日
㈹
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

講
師
―
湯
浅
龍
彦

氏
(
国
立
精
神
神
経
セ
ン
タ
ー
医

師
)

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
=
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー

豐
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

夏
休
み
子
ど
も
健
康
教
室

「
ど
う
し
て
た
ば
こ
を

吸
っ
て
は
い
け
な
い
の
?
」

わ
か
り
や
す
い
お
話
や
楽
し
い
実

験
を
と
お
し
て
、
た
ば
こ
の
害
に
つ

い
て
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま

た
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
も
ぴ
っ

た
り
で
す
。

日
時
=
8
月
6
日

側
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
=
区
内
在
住
の
小
学
4
年
生
～

6
年
生

※
親
子
で
の
参
加
も
可

講
師
=
飯
塚
一
秀
氏
(
飯
塚
医
院
医

師
)

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
1
1

・

日
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

障
害
別
福
祉
相
談

障
害
に
か
か
わ
る
生
活
経
験
を
持

ち
、
区
か
ら
委
託
を
受
け
た
相
談
員

が
、
障
害
の
あ
る
方
の
生
活
上
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

日
程
等
=
表
2

場

所
=
竹
の
塚
障
害
福
祉
館

問
先
=

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

日
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

表2　8 月の障害別福祉相談日

訪
問
介
護
員
養
成
研
修

(
2
級
1
3
0時
間
コ
ー
ス
)

日
程
等
=
表
3

対
象
=
訪
問
介
護

員
と
し
て
働
く
意
志
の
あ
る
方
お
よ

び
既
に
働
い
て

い
る
方
で
、
研

修
期
間
中
全
日

を
通
し
て
受
講

で
き
る
区
内
在

住
、
在
勤
の
方

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏

名
、
職
業
、
電

話
番
号
、
生
年

月
日
、
「
訪
問

介
護
員
養
成
研

修
受
講
希
望
」

と
明
記

※
2

団
体
の
う
ち
1

つ
の
み
応
募
。

複
数
応
募
や
往

復
(
ガ
キ
以
外

で
の
応
募
は
無
効

問
先
=
高
齢
計
画
課
計
画
推
進
係
　

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
6
4

表3　 訪問介 護員養成研修日程

あなたの相談室
場所= 区役所北館2 階
問先= 広聴相談係

3880- 5111 ㈹
秘密厳守 相談無料

※ 土・日・祝日はお休みです

※ 住宅修繕をお弯えの方へ… 区内建築業髱の連合団体を紹介し ています。電話でお申し込みださい

介
護
保
険
　
更
新
申
請
を
忘
れ
ず
に

現
在
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
て
有
効
期
間
満
了
日
を
迎

え
る
方
は
、
満
了
日
の
6
0日
前
か
ら

更
新
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

(該
当
者
に
は
お
よ
そ
2
ヵ
月
前
に

通
知
さ
れ
ま
す
)
。

申
先
=
介
護

保
険
課
、
福
祉
事
務
所
(
表
I
)
、
指

定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、
最
寄
り

の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
(
申
請

代
行
)

問
先
=
介
護
認
定
係

日
(
3
8
8
0
)
5
2
5
6
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食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

日
程
等
=
表
4

対
象
=
食
を
通
じ

て
の
健
康
づ
く
り
に
熱
意
あ
る
女
性

ま
た
は
栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る
方

で
、全
日
程
参
加
で
き
る
方
。
ま
た
、

修
了
後
に
地
域
で
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
栄
養
士
と
と
も
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
き
る
方
(
お
お
む
ね
5
5歳
ま

で
)
※
昨
年
ま
で
の
修
了
者
は
、
地

域
で
食
生
活
案
内
人
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す

内
容
=
食
品
の
栄
養
と

バ
ラ
ン
ス
。
調
理
体
験
を
と
お
し
て

地
域
の
健
康
づ
く
り
を
栄
養
士
と
考

え
ま
す

定
員
=
3
0人
(抽
選
)

費

用
=
無
料

申
込
=
往
復
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
参
加
の
動
機
、
「
食
生

活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
習
会
希
望
」
と
明
記

期
限
=
8

月
3
日
必
着

場
・
申
・
問
先
=

千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養

〒
1
2
0
・
0
0
3
6
千
住
仲
町
1
9
-
3
　
　
　

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表4　 食生活コンダクターボランティア養成講習会日程( 全8 回)

※ 時間はいずれも、午後1 時30分～4 時。上配以外に自主活動を2 日間行います

歯
周
病
健
診
(
無
料
)

歯
周
病
の
予
防
と
し
て
、
無
料
の

健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
受

け
た
こ
と
が
あ
る
方
で
も
申
し
込
み

で
き
ま
す
(
た
だ
し
年
度
中
、1
回

の
み
)
。

□
2
0歳
か
ら
3
9歳
ま
で
の
区
民

日
時
=
8
月
9
日
叫

午
前
9
時
3
0

分
～
1
0時
3
0分
受
付

内
容
=
歯
周

病
な
ど
の
歯
科
健
診
相
談
な
ど
、
歯

み
が
き
な
ど
の
予
防
法
実
習

定
員
=
3
5

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=

。電
話
ま
た
は
窓
口

場
・
申
・

問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー

　
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

□
4
0歳
か
ら
6
0歳
ま
で
の
区
民

期
間
=
通
年

場
所
=
区
内
の
指
定

医
療
機
関

内
容
=
歯
周
病
等
の
歯

科
健
診

定
員
=
千
仙
人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
卜‥ハ
ガ
キ
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ

ナ
)
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
「
歯
周
病
健
診
希
望
」

を
明
記
。
後
日
、
受
診
票
と
案
内
を

送
付

申
・
問
先
=
足
皀
保
健
所
健

康
推
進
課
成
人
保
健
係

〒
翊一
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。
胃
の
検
診
で
は
、

血
液
に
よ
る
検
査
(
血
清
ベ
プ
シ
ノ

ゲ
ン
法
)
と
X
線

撮
影
の
い
ず
れ
か

を
選
べ
ま
す
。
ペ

プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
は

少
量
の
採
血
で
す

み
、
妊
娠
中
ま
た

は
妊
娠
の
可
能
性

が
あ
る
方
、
バ
リ

ウ
ム
の
服
用
が
苦

手
な
方
で
も
気
軽

に
受
診
で
き
ま

す
。

日
程
等
=

表
5

対
象
=
3
5

歳
以
h
の
区
民

※
胃
を
切
除
し
た
方
、
胃
の
病
気
で

治
療
中
の
方
は
除
く
。
妊
娠
中
の
方

は
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
の
み
可

内
容
=

①
血
液
検
査
に
よ
る
胃
が
ん
検
診

と
検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診

②
X

線
撮
影
に
よ
る
胃
が
ん
検
診
と
検

便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診

定
員
=
5
5

～
6
0人

申
込
=
ハ
ガ
キ
に
郵
便

番
号
、
住

所
、
氏

名
(
フ
リ

ガ

ナ
)

、
生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
胃
が
ん
検
診
名
(
表
5

よ
り
①
血
液
検
査
②
X
線
撮
影
の
い

ず
れ
か
一
方
を
選
択
)
、
検
診
日
、

受
診
場
所
を
第
3
希
望
ま
で
明
記
。

後
日
、
受
診
票
と
案
内
を
送
付

期

限
=
受
診
希
望
月
の
前
月
1
5日
必

着
。
受
診
票
の
送
付
は
前
月
末
日

(
9
月
を
希
望
す
る
場
合
、
8
月
1
5

日
必
着
、
受
診
票
の
送
付
は
8
月
末

日
)

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
受
診
日
が
翌
々
月
に
な
っ
た

り
、受
診
場
所
が
他
の
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
診
療
放
射
線
〒
1
2
0
・
0
0

1
1
中
央
本
町
―
-
5
-
3

(
3
8
8
0
)
5
3
5
7

表5　 消化器がん検診日程
( 1) 血液検査+検便

※ のセンターは午後、それ以外は午前に実施

( 2) X線撮影+検便

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

生
活
習
慣
改
善
指
導

生
活
習
慣
病
(
高
血
圧
・
高
脂
血

症
・
糖
尿
病
)
の
予
防
を
目
的
と
し

た
健
康
診
査
と
生
活
習
慣
改
善
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
4
0歳
以
上
の
区

民
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
受
け
ら
れ

ま
す
(
年
I
回
の
み
受
診
可
)
。

な
お
、
成
人
健
康
診
査
は
1
3年
3

月
末
で
終
了
し
ま
し
た
。
成
人
健
康

診
査
の
受
診
票
で
は
受
診
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

対
象
=
申
込
日
現
在
、
4
0歳
以
匕
の

区
民

※
勤
務
先
な
ど
で
同
等
の
健

康
診
査
を
受
け
る
機
会
が
あ
る
方
を

除
く

内
容
=
診
察
、
血
液
、
尿
、

心
電
図
な
ど
に
よ
る
生
活
習
慣
病
や

心
臓
・
肝
機

能
・
腎
機
能
等

の
検
査

申
込
=

ハ
ガ
キ
に
郵

便
番
号
、
住

所
、
氏
名
(
フ

リ
ガ
ナ
)
、生

年
月
日
、
年

齢
、
性
別
、電

話
番
号
、
「
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

希
望
」
と
明
記
。
約
2
週
間
後
に
受

診
票
と
案
内
を
送
付

申
先
=
足
立

保
健
所
成
人
保
健
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
1
1

□
生
活
習
慣
改
善
指
導

対
象
=
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
を
受

け
た
方
で
、
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・

糖
尿
病
の
「
要
指
導
」
と
判
定
さ
れ

た
方
、
禁
煙
を
希
望
さ
れ
る
方

内

容
=
通
所
に
よ
る
生
活
習
慣
病
予
防

の
指
導

申
込
=
健
康
診
査
を
受
け

た
医
療
機
関
ヘ

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
足
立
保
健
所
成
人
保
健
係

8 月 の 献 血

在宅介護支援センター　8 月の家族介護者教室

健康カレンダー　8 月の予定

足立の

今
昔
(

3
)

子
ど
も
の
遊
び

昭
和
の
初
め
ご
ろ
の
子
ど
も
の
遊

び
は
、
男
の
子
は
コ
マ
・
凧
あ
げ
・

タ
ガ
回
し
・
ネ
ッ
キ
棒
・
め
ん
こ
・

石
け
り
、
女
の
子
は
お
手
玉
・
ま
り

つ
き
・
キ
シ
ャ
ゴ
(
お
は
じ
き
)
な

ど
が
代
表
的
な
も
の
で
し
た
。
子
ど

も
は
遊
び
の
天
才
で
。
木
の
枝
や
小

さ
な
石
で
も
立
派
な
遊
具
に
し
て
し

ま
い
ま
す
。
ネ
ッ
キ
(
根
っ
木
)
棒

と
は
、
木
の
枝
を
適
当
な
長
さ
に
切

っ
て
先
を
と
が
ら
せ
、
地
面
に
突
き

さ
し
、
先
に
地
面
に
差
し
立
て
て
あ

る
棒
を
跳
ね
飛
ば
し
て
た
り
し
て
遊

ぶ
も
の
で
し
た
。
か
つ
て
は
子
ど
も

が
自
由
に
遊
べ
る
空
間
が
至
る
と
こ

ろ
に
あ
り
、
豊
か
な
自
然
そ
の
も
の

が
子
ど
も
の
遊
び
場
で
、
様
々
な
遊

び
が
創
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
遊
び
は
自
然
環
境
の
変
化

や
危
険
防
i
な
ど
か
ら
、
随
分
と
様

変
わ
り
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
。
子

ど
も
の
遊
び
心
は
今
も
昔
も
変
わ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
と
交
流

を
深
め
な
が
ら
、
昔
な
つ
か
し
い
遊

び
を
受
け
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。
ま
た
、
そ
ん
な
交
流
の
中

か
ら
新
し
い
遊
び
の
「発
見
」
が
生

ま
れ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
9
月
8
日
に
荒
川
河
川
敷
・

虹
の
広
場
で
「
第
2
回
凧
ま
つ
り
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
区
内
小
学
生
が
親

子
で
作
っ
た
凧
が
大
空
に
舞
い
上
が

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
広
報
課
》▲ ネッキ棒の風景
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ごみ・リサイクルについて学習し
できることから始めよう!

亀
田
小
学
校
で
の
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

児
童
会
に
よ
る
ア
ル
ミ
缶
回
収
金

を
利
用
し
、
P
T
A
の
協
力
で
校
庭

に
芝
生
を
千
2
0
0
枚
植
え
た
り
と
、
リ

サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
き
た
亀
田

小
に
、
メ
ー
カ
ー
よ
り
モ
ニ
タ
ー
と

し
て
生
ご
み
処
理
機
が
2

台
届
け
ら
れ
ま
し

た
。
早
速
、
4
年
生
の

総
合
的
な
学
習
の
時
間

に
利
用
し
、「
生
ご
み
に

よ
る
た
い
肥
づ
く
り
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。
授

業
で
は
「
生
ご
み
が
ど

う
や
っ
て
土
(
肥
料
)

に
な
る
の
か
≒
微
生
物

が
生
ご
み
を
分
解
す
る

働
き
」
を
マ
ン
ガ
を
教
材
と
し
て
、

学
習
。
そ
の
後
、
給
食
の
残
り
や
給

食
を
作
る
と
き
に
出
る
調
理
ご
み
を

処
理
機
に
投
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
毎
日
昼
休
み
に
な
る
と
当
番
が
生

ご
み
を
投
入
し
、
た
い
肥
が
で
き
た

ら
校
庭
の
隅
に
作
っ
た
畑
に
ま
き
ま

す
。
キ
ュ
ウ
リ
や
ナ
ス
を
育
て
、
給

食
に
使
う
予
定
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
t
r
f
f
f
丶
ズ
に
生
ご
み
を

食
べ
さ
せ
て
、ふ
ん
か
ら
た
い
肥
を

作
る
実
験
も
開
始
。風
と
お
し
の
よ

い
二
階
踊
り
場
に
置
か
れ
た
`
―
一
丶
ズ

た
ち
は

、
ご
み
を
食
べ
、
さ
ら
さ
ら

と
し
た
ぶ
ん
を
作
っ
て
い
ま
し
た

。

島
根
小
学
校
で
の
環
境
学
習
教
室

4
年
生
2
ク
ラ
ス
の
児
童
が
足
立

西
清
掃
事
務
所
の
職
員
を

「
先
生
」

に
、
社
会
科
の
授
業
を
受
け
ま
し

た
。例

え
ば
足
立
西
清
掃
事
務
所
だ
け

で
も
、
一
日
に
清
掃
車
で
「
可
燃
ご

み
」
が
Ⅲ
台
・
「
不
燃
ご
み
」
が
8
0

台
・
「
粗
大
ご
み
」
が
1
5台
分
も
収

集
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
を

燃
や
し
た
熱
が
温
水
プ
ー
ル
や
発
電

に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
学

習
し
ま
し
た
。

説
明
の
後
は
、
実
際
に
教
室
に
持

ち
込
ま
れ
た
ご
み
を
分
別
し
て
み
ま

し
た
。
「
可
燃
ご
み
(
燃
や
せ
る
ご

み
)

」
は
上
手
に
分
別
で
き
て
い
ま

し
た
が
、
「
不
燃
ご
み
(
燃
や
せ
な

い
ご
み
)

」
の
分
別
が
な
か
な
か
大

変
。
「
燃
や
せ
な
い
」
と
い
う
言
葉

で
「
火
を
つ
け
て
も
燃
え
な
い
も

の
」
と
考
え
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
「
不
燃
ご
み
」
と
は

「
燃
え
な
い
」
の
で
は
な
く
、
「
燃

や
そ
う
と
す
れ
ば
燃
え
る
け
れ
ど
燃

や
し
て
は
い
け
な
い
も
の
」
だ
と
い

う
こ
と
が
難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
後
、
普
段
は
触
る
こ
と
が
で

き
な
い
本
物
の
清
掃
車
を
実
際
に
操

作
し
ま
し
た
。
自
分
の
投
げ
入
れ
た

ご
み
袋
が
、
目
の
前
で
次
々
と
回
転

し
な
が
ら
格
納
さ
れ
て
い
く
様
子

に
、
児
童
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
い

ま
し
た
。

島
根
小
学
校
で
は
各
教
室
に
ご
み

箱
を
2
種
類
と
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク

ス
を
置
き
、
学
校
全
体
で
ご
み
分
別

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か

に
も
社
会
科
の
学
習
で
は
「
水
道
」

「
下
水
道
≒
災
害
」
な
ど
を
勉
強
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

に
、
児
童
の
調
べ
学
習
・
体
験
学
習

へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
そ
う
で
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
!
分
別
ク
イ
ズ

何
問
正
解
で
き
る
か
な
?

こ
れ
ら
の
も
の
は
次
の
ど
こ
の
グ

ル
ー
プ
に
入
る
で
し
ょ
う
か
?

新
聞
紙
、
た
ん
す
、
ス
プ
レ
ー
缶
、

ふ
と
ん
、
ジ
ュ
ー
ス
の
缶
、
洋
服
、

フ
ラ
イ
パ
ン
、
台
所
ご
み
、
段
ボ
ー

ル
、
自
転
車
、植
木
鉢
、ガ
ラ
ス

○
可
燃
ご
み

○
資
源

○
不
燃
ご
み

○
粗
大
ご
み

正
解
者
の
中
か
ら
油
選
で
1
0人
に

4
5
推
奨
ご
み
袋
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

正
解
者
の
発
表
は
ご
み
袋
の
発
送
を

も
っ
て
か
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

申
込
=
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
ク
イ
ズ
の
答
え
を

明
記

期
限
=
8
月
2
0日
必
着

※

正
解
は
8
月
2
5日
号
に
掲
載

申
・

問
先
=
清
掃
課
計
画
係
〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
1
1

g
(
3
8
8
0
)
5
8
1
3

環
境
学
習
会
へ
の
お
誘
い

清
掃
事
務
所
で
は
、
小
・
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
環
境
学
習

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
4
年

生
の
社
会
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

は
、
希
望
の
あ
っ
た
学
校
に
清
掃
車

と
も
ど
も
出
向
い
て
「
ご
み
問
題
」

を
中
心
と
し
た
学
習
会
を
開
き
、
ご

み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
向

上
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

夏
休
み
の
自
由
研
究
や
個
人
的
に

「
ご
み
問
題
」
の
学
習
を
希
望
す
る

方
に
つ
い
て
も
協
力
し
ま
す
。
町

会
・
自
治
会
・
子
ど
も
会
な
ど
の
申

込
み
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
く
わ

し
く
は
管
轄
の
清
掃
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先

「
あ
だ
ち
再
生
館
」の
夏
休
み
宿
題
対
策

・

リ
サ
イ
ク
ル
絵
日
記
募
集

「
レ

ジ
袋
は
い
り
ま
せ
ん
と
勇
気
を
出
し

て
言
い
ま
し
た
」
「
子
ど
も
会
の
集

団
同
収
で
お
手
伝
い
し
ま
し
た
」

そ
ん
な
ち
ょ
っ
と
し
た
あ
な
た
の
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
を
楽
し
い
絵
日
記
に

し
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
=

区
内
在
住
の
小
学
生

応
募
方
法
=

用
紙
は
自
由
(
最
大
6
0㎝
×
4
0㎝
ま

で
)

、
絵
と
文
章
を
描
き
、
学
校

名
‘
学
年
・
氏
名
を
明
記
(
作
品
裏

面
に
住
所
・
電
話
番
号
を
必
ず
記

入
)

申
込
=
郵
送
ま
た
は
直
接
窓

口
へ

期
限
=
8

月
1
0日
必
着

※

応
募
作
品
は
、
8
月
2
1日
～
戝一
日
に

あ
だ
ち
再
生
館
で
展
示

・

ま
だ
間
に
合
う
、
工
作
教
室

日

時
・
内
容
等
=
表
I

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
希
望
コ
ー
ス
名
を
明
記

期
限
=
8
月
1
0日
必
着

・

船
で
行
く
、
親
子
施
設
見
学
会

日
時
=
8
月
2
5日
出
、
午
前
8
時
3
0

分
～
午
後
4
時
3
0分

見
学
場
所
=

東
京
湾
埋
立
て
処
分
場
、

西
臨
海

水
族
館
園

対
象
=
区
内
在
住
の
小

学
生
と
そ
の
親
(
2
人
I
組
で
申

込
)

定
員
=
2
0組
(
抽
選
)

費

用
=
千
6
0
0
円
(
昼
食
代
)

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
「
親
子
施
設
見
学

会
希
望
」
を
明
記

期
限
=
7
月
3
1

日
必
着

-

い
ず
れ
も
I

申
・
問
先
=

あ
だ
ち
再
生
館

〒
1
2
0

・
0
0
1
1

中
央
本
町
2
-
9
-
1
n
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

表1　 まだ間に合う工作教室

※いずれも時間は、午後1 時から3 時。応募者多数の場合は抽選

ごみの正しい分け方Q

&

A

Q. ごみはどう分けるの?
A. 資源・燃えるごみ・燃えないごみ( 燃や
してはいけないごみ)・粗大ごみに分けます。Q.

なぜ分けなければいけないの?
A. 第一に、ごみを正しく分けることでリサ
イクルを進め、限りある地球資源を守るため。
第二に、焼却に適さないご みを 分けること
で、清掃工場のコスト削減と、焼却炉などを長
持ちさせるため。第三に、焼却できないご み
は埋立処分されていますが、この処分場を1
日でも長く使用できるようにするためです。Q.

分けるとどうなるの?
A. 資源として回収されたものはリサイクル
され、生まれ変わります。また、ごみの総処
理コストが軽減されます。
Q. 分けないとどうなるの?
A. 雑多なごみが混合焼却されると、焼却炉
への負担が増え、公害発生の原因となりま
す。これを防止するためには多大な経費がか
かることになります。また、ごみの減量とリ
サイクルの推進になりません。
Q. 分けるにはどうしたら良いの?
A. 「ごみの正しい分け方・出し方」のチラ
シを参考に、ごみ袋などに入れる前に分ける
のが最大のポイントです。だれでも混合した
ご みの中から分けるのは嫌なも のです。ま
た、手間もかかります。“ 分けることの基本
は、手元で分ける。" このことを皆さんで日
々実践しましょう!

ご
意
見
募
集

「
マ
イ
バ
ッ
グ
と

私
」

「
買
い
物
に
は
手
提
げ
を
持
っ

て
い
く
の
が
習
慣
で
す
」
「
週
末

は
マ
イ
バ
ッ
グ
だ
け
ど
、
勤
め
帰

り
に
は
レ
ジ
袋
を
も
ら
っ
て
い

る
」
「
コ
ン
ビ
ニ
で
買
物
を
し

て
、
レ
ジ
袋
を
も
ら
え
な
い
と
困

る
」
な
ど
、
マ
イ
バ
ッ
グ
に
つ
い

て
の
ご
意
見
を
送
っ
て
く
だ
さ

い
。

抽
選
で
2
0人
に
リ
サ
イ
ク

ル
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
マ
イ

バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

対
象
=

区
内
在
住
で
1
8歳
以
上
の
方

申
込
=
(
ガ
キ
に
マ
イ
バ
ッ
ク
に

つ
い
て
の
意
見
を
記
入
し
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
を
明
記

申
・

問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
普
及

啓
発
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央

本
町
I
-
1
7
-
1

g
(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

児童館　夏休みの主な行事
児童館は、一人でも、友達同士でも遊べる楽

しい遊びと発見の広場です。表以外にもたくさ
んの行事を予定しています。遊びに来てね!

開館時間=午前9時～午後5時
休館日= 日曜日、館内整理日、★印の館は、月
曜日の休館

※ く わしく は 、各施設 に間 い合わせ てく ださい ※ 幼児 は保護者同伴 で来館し てく ださい

7月29日( 日) は、
参議院議員 選挙

投票時間=午前7時～午後8時

◆ 先月の都議会議員選挙から入場整理券が変わ
りました。しかし開け方・切り離し方を間違え
た方が多数いらっし やいました。
◆ 入場整理券のハガキは表と裏の両面をすべて
はがします。ご注意ください。

ハガキの開け方
①まず表からはがしま
しょう

②つぎに裏をはがしま
しょう

③それぞれの整理券を
ハサミで切り離しま

す
● 届かなかった方は●
「参議院議員選挙投票
所入場整理券」を7 月11
日に郵送しました。

万一入場整理券を紛失
したり、郵便のトラブ
ルなどで届いていなか
った場合でも、選挙人

名簿に登録されていれば投票できます。投票所
または不在者投票場所で係員にお知らせくださ
い。 〈選挙管理委員会事務局》

環境影響評価調査計画書の
公示・縦覧・説明会
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催
し
物
ガ

イド
▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
7
月
2
6日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
・
:申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

区民がつくる区民のまつり開催

あ だ ち ま つ
り

A - Fe s t a 2 0 0 1

元 気いっぱ い ホ
ップステ

ップ
チャ

ップ
ン
!

10
月 13 日(土)14

日(日)

会場荒 川河 川敷「 虹の広 場」

・
ス
テ
ー
ジ
出
演
者
募
集

歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
区
内
ア
マ
チ

ュ
ア
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。
日

ご
ろ
の
活
動
成
果
を
ス
テ
ー
ジ
上
で

表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
=
1
0

月
1
3日
倒
・
1
4日
㈲

出
演
時
間
=
1
5

分
以
内

定
員
=
2
0
団
体
(
抽

選
)

費
用
=
無
料

・
リ
バ
ー
サ
イ
ド
バ
ザ
ー
出
店
募
集

I
区
画
の
範
囲
は
テ
ン
ト
の
半
分

(幅
2
。
7
m
x奥
行
3
。
6
m
)日
程
=
1
0

月
1
3日
倒
・
1
4日
㈲

対
象
=
地
域

活
動
を
目
的
と
す
る
区
内
の
非
営
利

団
体

定
員
=
2
8
団
体
(
抽
選
)
費

用
=
2
万
1
千
円
(
I
区
画
)

・
あ
だ
っ
ち
ボ
ー
ル
参
加
チ
ー
ム

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
に
似
た
、
だ
れ
に

で
も
で
き
る
区
民
ま
つ
り
オ
リ
ジ
ナ

ル
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ル
ー
ル
な
ど
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
程
=
1
0

月
1
4日
脚

対
象
=

▽
一
般
の

部
…
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

(女
性
ま
た
は
5
0歳
以
上
の
方
3
人

以
上
を
含
む
)

▽
小
学
生
の
部
・
:

区
内
在
学
の
小
学
生
※
ど
ち
ら
も
I

チ
ー
ム
1
0人

定
員
=
▽
一
般
の
部
:
3
2

チ
ー
ム

▽
小
学
生
の
部
…
1
6

チ
ー
ム

※
ど
ち
ら
も
先
着
順

費

用
=
I
チ
ー
ム
2
千
円

-

い
ず
れ
も
I

場
所
=
荒
川
河
川
敷
「
虹
の
広
場
」

申
込
=
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口

期

限
=
8
月
1
7日

申
・
問
先
=
区
民

ま
つ
り
委
員
会
事
務
局
(
地
域
支
援

課
内
)

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

・
記
念
グ
ッ
ズ
販
売
中

ま
つ
り
の
開
催
を
記
念
し
て
オ
リ

ジ
ナ
ル
T
シ
ャ
ツ
(
千
3
0
0円)
を
販

売
。
収
益
を
協
賛
金
に
あ
て
ま
す
。

場
所
=

地
域
支
援
課
・
区
政
情
報

室
・
千
住
区
民
事
務
所

戦
没
者
・
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と

世
界
恒
久
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

8
月
1
5日
は
「
戦
没
者
を
追
悼
し

平
和
を
祈
念
す
る
日
」
で
す
。
こ
の

日
、
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
る
全
国

戦
没
者
追
悼
式
で
は
、
正
午
を
合
図

に
1
分
間
の
黙
と
う
を
行
い
ま
す
。

ま
た
広
島
市
と
長
崎
市
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
式
と
平
和

祈
念
式
を
行
っ
て
お
り
、
広
島
市
で

は
8
月
6
日
の
午
前
8
時
1
5分
に
、

長
崎
市
で
は
8
月
9
日
の
午
前
1
1時
2

分
に
、
平
和
の
鐘
を
合
図
に
1
分

間
の
黙
と
う
を
行
い
ま
す
。区
民
の

皆
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
や
家
庭

な
ど
で
、
追
悼
と
平
和
祈
念
の
黙
と

う
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=

総
務
係

す
い
と
ん
の
集
い

平
和
を
祈
念
し
「
す
い
と
ん
」
を

作
り
試
食
し
ま
す
。
戦
争
体
験
者
の

話
を
聞
く
こ
と
で
、
平
和
の
大
切
さ

の
共
有
と
三
世
代
の
交
流
を
し
ま

す
。
日
時
=
8
月
7
日
㈹
、
午
前

1
0
時
～
H
時
3
0
分
費
用
=
無
料

場
所
=
西
部
児
童
館
老
人
館

日
(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

平
和
関
連
資
料
展
示

区
で
は
、
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て

考
え
る
た
め
、
平
和
関
連
資
料
の
展

示
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

・
平
和
関
連
資
料
展
～
平
和
の
尊
さ

を
考
え
る
～
難
民
・
学
童
集
団
疎
開
・

空
襲
～

現
在
も
な
お
世
界
各
地
で
続
く
戦

争
・
紛
争
に
よ
り
難
民
と
な
っ
た
人

々
の
姿
と
、
半
世
紀
以
上
前
に
区
民

が
体
験
し
た
空
襲
・
戦
争
や
学
童
集

団
疎
開
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
‘
関
連

資
料
等
を
展
示
し
ま
す
。
期
間
=
8

月
1
3
日
～
1
9
日
場
所
=
区
役
所
I

階
ロ
ビ
ー

問
先
=
総
務
係

臺
図
書
館
で
平
和
関
連
図
書
特
設
コ

ー
ナ
ー
を
設
置

期
間
=
8
月
1
日
～
3
0
日
内
容
=

戦
争
、
平
和
関
連
図
書
の
展
示
・
貸

出
、
映
画
上
映

問
先
=
各
図
書
館

青
少
年
講
座

「
乗
馬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
」

障
害
を
持
つ
人
た
ち
の
リ
(
ビ
リ

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
乗
馬
療
法

を
学
び
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
日
時
=
①
8
月
2
8

日
㈹
、
午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

②
9
月
9
日
向
、
午
前
9
時
～
午
後
3

時

場
所
=
①
青
少
年
セ
ン
タ
ー

②
柳
原
小
学
校

対
象
=
1
6歳
以

上
の
方

講
師
=
古
御
門
義
雄
氏

(足
立
ポ
ニ
ー
フ
レ
ン
ド
副
代
表
・

理
学
療
法
士
)
/

鈴
木
勝
氏
(
足
立

ポ
ニ
ー
フ
レ
ン
ド
事
務
局
次
長
・
獣

医
師
)
定
員
=
3
0
人

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
希
望

を
明
記

期
限
=
8
月
1
5日
必
着

費
用
=
無
料

申
・
問
先
=
青
少
年

セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
4
1

酉
新
#
I
-
4
-
1
7

啻
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

学
校
自
由
選
択
制
を
学
ぶ

区
民
と
教
職
員
が
、
同
じ
テ
ー
マ

で
教
育
を
考
え
る
「
あ
だ
ち
教
育
フ

ォ
ー
フ
ム
2
1
」
を
開
催
し
ま
す
。
テ

ー
マ
は
、
1
4
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
「
学
校
自
由
選
択
制
度
」
。
家
庭

や
地
域
、
学
校
は
こ
の
制
度
に
よ
り

ど
ケ
変
わ
る
の
か
。
保
護
者
や
子
ど

も
が
入
学
し
た
い
学
校
を
選
べ
る
こ

の
制
度
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
日
時
=
8
月
2
8
日

㈹
、
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
堂
(
学
び
ピ

ア
2
1内
)

内
容
=
講
演
・
岩
永
雅

也
氏
(
放
送
大
学
教
授
)
/

事
例
発

表
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
パ
ネ
リ
ス

ト
・
学
校
選
択
の
自
由
化
懇
談
会
会

長
太
田
和
敬
氏
(
文
教
大
学
教
授
)

ほ
か

定
員
=
5
0
人

申
・
問
先
=

教
育
研
究
所
研
修
係

日
(
5
8
1
3
)
3
7
5
2

出
張
セ
ミ
ナ
ー

男
女
が
と
も
に
住
み
や
す
い
社
会

を
創
る
た
め
に
、
企
業
・
学
校
・
住

区
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
あ
な
た
の
身
近

な
場
所
へ
講
師
が
出
張
し
、
セ
ク
シ

ユ
ア
ル
ー
(
ラ
ス
メ
ン
ト
や
女
性
へ

の
暴
力
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
な
ど

の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
実
施
時

期
、
テ
ー
マ
、
開
催
場
所
な
ど
に
つ

い
て
ご
要
望
に
応
じ
ま
す
。

申
・

問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

夏
休
み
親
子
実
験
教
室

～
プ
リ
ン
の
ひ
み
つ
～

プ
リ
ン
を
作
り
な
が
ら
、
食
品
に

含
ま
れ
て
い
る
添
加
物
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。
日
時
=
8
月
2
2
日
㈲
・

2
3
日
困
、
午
前
1
0
時
～
正
午
場
所

=
エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア

対
象
=
区
内

在
住
の
小
学
生
の
親
子
(
小
学
4
年

以
上
は
子
ど
も
だ
け
の
申
し
込
み
も

可
)

定
員
=
各
日
3
0人
(
先
着

順
)

費
用
=
無
料

申
・
問
先
=

消
費
者
セ
ン
タ
ー

豐
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

博
物
館
の
映
画
会

無
料
公
開
日
に
博
物
館
で
映
画
を

上
映
し
ま
す
。

日
時
=
8
月
1
1日

倒
、
午
前
1
1時

内
容
=

「
漆
か

き
卜
そ
の
仕
事
と
人
」
(
3
0分
)
・
:

各
地
を
巡
り
漆
を
採
取
す
る
職
人
芸

と
自
然
と
の
関
わ
り
/

「
小
麦
と
日

本
人
」
(
2
7
分
)
…
弥
生
時
代
に
さ

か
の
ぽ
る
日
本
の
小
麦
食
文
化

費

用
=
無
料

場
・
問
先
=
郷
土
博
物

館

啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

募
集
し
ま
す
保
育
マ
マ

(平
成
1
4年
度
)

・
保
育
マ
マ
制
度
と
は

昼
間
に
保
護
者
が
働
き
、
乳
幼
児

(生
後
5
週
間
以
上
、
3
歳
未
満
)

の
世
話
が
で
き
な
い
家
庭
の
た
め

に
、
保
育
マ
マ
が
自
ら
の
経
験
と
保

育
知
識
に
よ
ひ
自
宅
で
乳
幼
児
を
お

預
か
り
し
、
す
こ
や
か
で
安
全
な
保

育
を
行
つ
制
度
で
す
。

・
保
育
マ
マ
応
募
の
要
件

対
象
=
区
内
在
住
の
2
5歳
以
上
6
0歳

未
満
の
女
性
で
、
①
子
ど
も
を
育
て

た
経
験
の
あ
る
方

②
ほ
か
に
職
業

を
持
た
ず
、
同
居
親
族
で
就
学
前
の

子
ど
も
が
い
な
い
こ
と

③
保
育
に

適
し
た
り
m
(
約
6
畳
)
以
上
の
専

用
の
部
屋
が
あ
る
こ
と

・
保
育
マ
マ
に
な
る
に
は

7
科
目
1
2
1時間
の
研
修
を
修
了

し
、
認
定
委
員
会
の
認
定
を
受
け
た

方
が
、保
育
マ
マ
に
な
れ
ま
す
。
保

育
開
始
=
1
4年
4
月

保
育
料
等
=

利
用
者
か
ら
の
保
育
料
の
ほ
か
、
区

か
ら
の
助
成
金
が
あ
り
ま
す
。
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
込
=
申
込
用
紙
を
郵
送
ま
た
は
持

参

期
限
=
9
月
1
4日
必
着

申
・

問
先
=
保
育
振
興
係

保育ママになるまで

掲
示
板

・
航
空
学
生
・
一
般
曹
候
補
学
生
等

募
集

期
間
=
8
月
6
日
～
9
月
7
日
受

験
資
格
及
び
試
験
日
―
▽
海
・
空
航

空
学
生
(
高
卒
ま
た
は
高
卒
見
込
み
2
1

歳
未
満
)
…
9
月
2
2日

▽
一
般

曹
候
補
学
生
(
1
8歳
以
上
2
4歳
未
満
)

・
:
9
月
1
6日

▽
曹
候
補
士
(
1
8
歳

以
上
2
7歳
未
満
)
・
:
9
月
1
6日

▽

二
等
陸
・
海
・
空
士
(
1
8
歳
以
上
2
7

歳
未
満
)
…
9
月
中
下
旬

廡
防
衛
医
大
・
防
衛
大
学
・
看
護
学

生
募
集

期
間
=
9
月
1
3
日
～
1
0
月
1
2
日
受

験
資
格
及
び
試
験
日
=
▽
防
衛
医
大

(
高
卒
ま
た
は
高
卒
見
込
み
2
1
歳
未

満
)
・
:
1
1月
3

・
4
日

▽
防
衛
大

学
(
高
卒
ま
た
は
高
卒
見
込
み
2
1
歳

未
満
)

…
‥
H月
1
0
・
‥
1
1日

▽
看
護

学
生
(

高
卒
ま
た
は
高
卒
見
込
み
2
4

歳
未
満
)
・
:
1
0月
2
3
日

1

い
ず
れ
も
I

問
先
=

自
衛
隊
足
立
募
集
事
務
所

啻
(
3
8
8
1
)
8
0
9
6

・

小
菅
処
理
場
ふ
れ
あ
い
施
設
見
学

会

日
時
=
8

月
1
7
日
叫

、
午
後
1

時
～
4

時
(
小
雨
決
行
)

内
容
=

ク

イ
ズ
/

体
験
コ
ー
ナ
ー
/

ヨ
ー
ヨ
ー

つ
り
/

花
の
鉢
植
え
プ
レ
ゼ
ン
ト

(
先
着
4
0
0人
)

等

費
用
=

無
料

場
・
問
先
=

小
菅
処
理
場
(

飾
区

小
菅
I
-
2
-
I
)

啻
(
5
6
8
0
)
1
9
9
1

・
自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス
「
放
送
大
学
」

第
2
学
期
学
生
募
集

対
象
=
全
科
履
修
生
(
1
8歳
以
上
)
/

選
科
・
科
目
履
修
生
(
1
5歳
以
上
)

※
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん

出
願

期
限
1
8
月
1
5日

問
先
=
放
送
大

学
東
京
足
立
学
習
セ
ン
タ
ー

啻
(
5
2
4
4
)
2
7
6
0

・

「
伊
興
園
」
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
お
よ

び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者
募
集

時
間
=
午
前
1
0時
～
午
後
4
時

対

象
=
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

る
方

内
容
=

送
迎
、
入
浴
、
食

事
、
リ
(
ビ
リ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど

※
一
日
体
験
デ
イ
も
募
集

中
(
食
事
代
実
費
)

申
・
問
先
=

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
伊
興
園

日
(
5
8
3
8
)
1
5
0
0

◎ 訂正とおわび　7 月10日号5 面「駅めぐり」で誤りがありました。次のとおり訂正しておわびします。【正】北千住駅の乗降客は、1 日約160万人 《広報課》
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く
ら
し
の
情
報

夜
間
納
付
相
談

国
民
健
康
保
険
課
で
は
、
平
日
の

昼
間
に
来
庁
で
き
な
い
方
の
た
め

に
、
夜
間
納
付
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
日
時
=
8
月
1
3
日
㈲
、
午
後

5
時
3
0
分
～
8
時
場
・
問
先
=
国

民
健
康
保
険
課
(
北
館
2
階
)

お
忘
れ
な
く
　
8
月
は
老
齢

福
祉
年
金
定
時
届
の
提
出
月

8
月
は
、
老
齢
福
祉
年
金
(
緑
色

の
手
帳
で
、
直
接
郵
便
局
窓
口
で
受

け
取
る
年
金
)
の
定
時
届
の
提
出
月

で
す
。

こ
の
届
け
は
8
月
か
ら
翌
年
7
月

ま
で
の
1
年
間
、
引
き
続
き
老
齢
福

祉
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
を
決
め
る
大
切
な
届
け
で

す
。該

当
者
に
は
8
月
初
旬
に
お
知
ら

せ
を
送
り
ま
す
の
で
、
8
月
の
年
金

(
8
月
1
0日
支
払
日
)
を
受
け
取
っ

た
後
、
す
ぐ
に
「
国
民
年
金
証
書
と

定
時
届
」
を
国
民
年
金
課
に
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
、
扶

養
義
務
者
の
所
得
限
度
額
は
表
I
の

と
お
り
で
す
。

問
先
=
国
民
年
金

課
給
付
係啻

(
3
8
8
0
)
5
8
4
9

表1　 老齢福祉年金本人および配偶者、扶養義務者の所得限度額

※ 上記の所得額を越えると全額支給停止となります

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る

か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め
に
、
文

部
科
学
省
が
行
う
試
験
で
す
。
合
格

者
は
高
等
学
校
入
学
資
格
が
得
ら
れ

ま
す
。

対
象
=
病
気
な
ど
で
義
務

教
育
諸
学
校
へ
の
就
学
を
猶
予
ま
た

は
免
除
さ
れ
た
方
/
や
む
を
得
な
い

理
由
に
よ
り
登
校
で
き
な
い
方
お
よ

び
卒
業
で
き
な
か
っ
た
方
/
1
4年
3

月
3
1日
ま
で
に
満
1
6歳
以
上
に
な
る

方
/
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
で
1
4

年
3
月
3
1日
ま
で
に
満
1
5歳
以
上
に

な
る
方

試
験
日
=
い
1
1
一
月
5
日
㈲

場
所
=
(
予
定
)
東
京
都
就
学
相
談

室
(
渋
谷
区
笹
塚
I
-
2
6
-
9
)

願
書
受
付
=
8
月
1
日
～
3
1
日

申
・
問
先
=
都
・
義
務
教
育
心
身
障

害
教
育
課
小
中
学
校
係

啻
(
5
3
2
0
)
6
7
5
2

問
先
=
区
・
就
学
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
6
Q
V

葬
祭
費
を
支
給
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
死
亡
し

た
場
合
、
そ
の
葬
儀
を
行
っ
た
方
に

葬
祭
費
と
し
て
7
万
円
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
交
通
事
故
・
傷
害

な
ど
の
第
三
者
行
為
や
公
害
病
な
ど

が
原
因
で
死
亡
し
た
場
合
は
、
原
則

と
し
て
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
込
=

国
民
健
康
保
険
証
、
葬
儀
の
領
収

書
(
コ
ピ
ー
は
不
可
、
葬
儀
代
金
・

葬
儀
一
式
の
表
示
が
な
い
場
合
は
請

求
書
も
必
要
で
す
)
、
葬
儀
を
し
た

方
の
印
鑑
を
窓
口
に
持
参

期
限
=

葬
儀
を
し
た
日
の
翌
日
か
ら
2
年
間

申
・
問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
給
付

係
国
民
健
康
保
険
料

決
定
通
知
書
を
送
り
ま
し
た

1
3
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
決
定

通
知
書
と
、
7
月
～
9
月
分
納
付
書

お
よ
び
一
括
払
込
用
(
全
納
用
)
納

付
書
を
、
7
月
2
1日
に
郵
送
し
ま
し

た
。
保
険
料
額
は
、
1
3年
度
の
住
民

税
額
に
基
づ
い
て
計
算
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
1
3年
度
住
民
税
が
確

定
し
て
い
な
い
方
(
申
告
が
遅
れ
て

い
る
場
合
な
ど
)
は
、
1
2年
度
の
住

民
税
額
を
基
に
計
算
し
、
今
年
度
住

民
税
が
確
定
し
た
時
点
で
正
し
い
保

険
料
に
変
更
し
た
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
。

問
先
=
国
民
健
康
保
険
課

資
格
賦
課
係

地
区
計
画
の
原
案
を
縦
覧
し
ま
す

次
の
地
区
計
画
の
原
案
を
縦
覧
し

ま
す
。内
容
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る

方
は
、区
長
に
対
し
て
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
小
台
地
区
地
区
計
画
の
変
更

区
域
=
小
台
一
丁
目
地
内

縦
覧
期

間
=
7
月
2
6日
～
8
月
8
日

意
見

書
提
出
期
間
=
7
月
2
6日
～
8
月
1
5

日

場
・
問
先
=
都
市
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
3
2

お
休
み
し
ま
す
　
庁
舎
ホ
ー
ル

展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
・
駐
車
場
等

8
月
1
1日
出
、
1
2日
向
は
、
消
防

設
備
点
検
の
た
め
、
区
役
所
全
館
を

閉
館
し
ま
す
。
当
日
は
、
庁
舎
ホ
ー

ル
・
区
民
ロ
ビ
ー
・
駐
車
場
・
展
望

レ
ス
ト
ラ
ン
も
、
利
用
で
き
ま
せ

ん
。

問
先
=
庁
舎
管
理
課

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
2
4

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
住
ん
で
い

る
方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事

を
し
て
く
だ
さ
い
。

告
示
区
域
=

表
2

問
先
=
下
水
道
局
北
部
第
二

管
理
事
務
所
業
務
課

啻
(
5
6
9
7
)
2
4
5
2

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度
が
あ
り
ま
す

問
先
=
計
画
調
整

課
計
画
担
当

日
(
3
8
8
0
)
5
9
0
4

表2　 水洗化可能告示地域 消
費
者
セ
ン
タ
ー

試
買
テ
ス
ト
結
果
発
表

「
フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
(
食
物

を
切
る
・
混
ぜ
る
・
お
ろ
す
・
泡
立
て

る
な
ど
に
使
う
家
庭
用
調
理
器
具
)
」

と
「
し
ょ
う
ゆ
」
に
つ
い
て
、
性
能

や
消
費
者
か
ら
見
た
利
便
性
・
改
善

点
な
ど
の
テ
ス
ト
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
し
ま
し
た
。

▽
フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
は
、
4
社
4

製
品
を
テ
ス
ト
。
結
果
は
、
全
品

と
も
安
全
装
置
が
つ
い
て
お
り
、
特

に
危
険
な
点
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
取
り
外
し
や
、
後
片
付
け
が
面

倒
で
使
わ
な
く
な
っ
た
と
い
う
回
答

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

使
用
者
の
う
ち
、
ケ
ガ
を
し
た
こ
と

が
あ
る
人
が
約
1
割
い
ま
し
た
。
消

費
電
力
量
と
騒
音
の
テ
ス
ト
で
は
、

通
常
の
使
用
頻
度
で
は
、
電
気
料
金

は
年
間
1
0円
以
下
、
使
用
中
の
音
の

大
き
さ
の
平
均
は
7
0沺
以
下
で
し

た
。

▽
し
ょ
う
ゆ
は
、
市
販
し
ょ
う
ゆ
2
0

種
類
の
分
析
と
、
同
一
メ
ー
カ
ー
の

こ
い
く
ち
・
減
塩
・
丸
大
豆
・
再
仕

込
み
の
4
種
類
の
味
に
つ
い
て
の
テ

ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。

甘
味
料
と
し
て
、
サ
ッ
カ
リ
ン
ナ

ト
リ
ウ
ム
を
使
用
し
て
い
る
品
は
無

く
、
保
存
料
は
安
息
香
酸
を
使
用
し

て
い
る
商
品
が
I
種
類
あ
り
ま
し
た

が
、
基
準
量
以
下
で
表
示
も
正
し
く

し
て
あ
り
ま
し
た
。
塩
分
濃
度
は
、

う
す
く
ち
・
こ
い
く
ち
・
た
ま
り
・

再
仕
込
み
の
順
に
塩
分
が
濃
く
、
減

塩
し
ょ
う
ゆ
は
、
こ
い
く
ち
の
約
半

分
の
塩
分
で
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
製
品
が
保
存
料
を
使

用
し
て
い
な
い
の
は
、
衛
生
環
境
が

改
善
さ
れ
て
、
充
て
ん
時
の
無
菌
状

態
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
で
す
。
ま
た
、
一
部
の
製
品
で

は
、
充
て
ん
時
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
添

加
す
る
こ
と
で
、
香
り
と
と
も
に
防

腐
効
果
も
高
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
1
0月
か
ら

パ
ネ
ル
展
示
す
る
予
定
で
す
。
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
先
=
消

費
者
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

図 書 館 臨時 休 館 のお し ら せ

映像広報 制作だより

地域農家の協力を得て行われている「農業体験学
習」。今回、扇小学校の 年生がジャガイモの植え
付けから収穫までを地元農家の田中さんから指導を
受け、農業体験をしました。カメラは、 月から
月までの子どもたちの表情と、ジャガイモの成育の
様子をとらえています。
観察のたびに大きく変わっていく畑。「芽が出た」

「花が咲いた∫ お芋ができたが」。子どもたちの隣に
は、いつも田中さんのやさしいまなざしがあります。
“ 畑の先生" から学んだ「いのちとこころ」をはぐく
む勉強。八百屋には並んでいない自分たちのジャガ
イモを皆で調理しました。囗いっぱいにほおばる顔
がとても誇らしげでした。 《広報係》

「情報キャッチ　好きです。あだち」
放 送 予 定

足立コミュニティチャンネル( ケーブルテレビ足立9CH)

ひ
ろ
ば

区
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
事
業

で
す
。掲
載
の
内
容
は
当
事
者
間
で
。

=
催
し
物
=

★
第
3
回
ぼ
く
と
わ
た
し
の
さ
を
り

織
り
作
品
展
(
服
・
布
)
7
月
2
8
日

倒
・
2
9
日
㈱
、
午
前
1
0
時
～
午
後
4

時
/
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
/
無
料
/

南
啻
(
3
8
5
2
)
4
3
2
3

★
第
4
回
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

9
月
8
日
倒
、
午
後
2
時
/
西
新
井

文
化
ホ
ー
ル
/
(
ン
デ
ィ
の
あ
る
青

年
た
ち
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
/
ゲ
ス

ト
・
小
林
カ
ツ
代
氏
(
料
理
研
濆
嚀
)

/
千
円
/
障
害
者
と
共
に
歩
む
葦
の

会
啻
(
3
8
5
7
)
8
8
3
9

★
赤
ち
ゃ
ん
大
会
8
月
2
6
日
面
、

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
/
1
2
年
生
ま

れ
の
赤
ち
ゃ
ん
の
計
測
・
健
康
診
断
・

栄
養
相
談
・
育
児
相
談
/
勝
楽
堂
病

院

豐
(
3
8
8
1
)
0
1
3
7

=
会
員
募
集
=

★
混
声
合
唱
団
・
コ
ー
ル
ソ
フ
ィ
ア

毎
週
火
曜
日
、
午
後
7
時
～
9
時
/

梅
島
小
音
楽
室
/
初
心
者
・
男
性
歓

迎
/
月
額
3
千
円
/
佐
藤

日
(
3
8
9
0
)
3
6
0
9

★
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
週

1
回
、
午
後
7
時
～
9
時
3
0
分
/
花

峰
恰
区
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

無
料
/

幕
田

日
(
3
8
5
0
)
4
7
5
7

★
煎
茶
道

火
曜
日
、
午
後
・
夜
間
/

中
央
本
町
四
丁
目
/
月
額
3
千
円
/

小
越
啻
(
3
8
8
0
)
6
9
0
3

★
パ
ス
テ
ル
あ
じ
さ
い
(
パ
ス
テ
ル

画
)

月
3
回
水
曜
日
、午
後
1
時
～
4

時
/
中
央
本
町
地
域
学
習
セ
ン
タ

ー
/
月
額
2
千
5
0
0円/
伊
勢

啻
(
3
8
8
1
)
9
8
0
7

マイバッグを持って買い物に行こう! 　 さわやかに「レジ袋いりません」のひとことを　《リサイクル推進課》
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夜
の
外
出
も
っ
と
目
立
っ
て
!
反
射
材
で

目
立
と
う

反
射
材
を
ご
存
じ
で
す
か
?

反

射
材
は
そ
れ
自
体
は
発
光
し
ま
せ
ん

が
、
車
の
ラ
イ
ト
に
反
応
し
、
光
源

に
向
か
っ
て
反
射
さ
せ
る
も
の
で

す
。
反
射
材
を
身
に
つ
け
る
と
、
運

転
手
は
1
0
0
メ
ー
ト
ル
先
ま
で
の
人
の

存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
交

通
事
故
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
反

射
材
に
は
、
シ
ー
ル
や
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
型
の
も
の
、
自
転
車
の
車
輪
に
つ

け
る
も
の
な
ど
種
類
も
豊
富
に
あ
る

の
で
、
外
出
の
目
的
に
あ
わ
せ
て
活

用
し
ま
し
ょ
う
。
反
射
材
は
自
転
車

販
売
店
な
ど
で
入
手
で
き
ま
す
。

ま
た
、
夜
間
外
出
の
際
は
運
転
者

か
ら
見
や
す
い
、
黄
色
や
白
な
ど
の

目
立
つ
服
装
で
出
か
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

〔夜間ドライバ一から見える距離〕

反
射
材
プ
レ
ゼ
ン
ト

写
真
(
下
)
の
反
射
材
の
中
か
ら
3

点
を
セ
ッ
ト
に
し
て
抽
選
で
1
0
0人

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
応
募
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
(
ふ
り
が
な
)
、年
齢
、「
ふ
だ
ん
交

通
安
全
に
つ
い
て
気
を
つ
け
て
い
る

こ
と
」を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

申
・

問
先
=
交
通
安
全
対
策
課
「
反
射
材

プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
I

期
限
=
8

月
1
0日
(
当
日
消
印
有
効
)

※
当
選
の
発
表
は
、
賞
品
の
発
送
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

▲ 反射素材のリストバンド、シール、キーホルダーな
どから、3点セットで100人にプレゼント

交
通
安
全
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

交
通
安
全
係
(
3
8
8
0
)
5
9
1
2

あ
ぶ
な
い
よ

飛
び
出
し

か
け
出
し

ふ
ざ
け
っ
こ

夏

休

み

交
通
事
故
か
ら

子
ど
も
を
守
ろ
う
!

夏
休
み
は
、
子
ど
も
た
ち
が
外
で

遊
ぶ
機
会
も
多
く
な
り
、
そ
れ
だ
け

交
通
事
故
に
遭
う
危
険
も
増
え
ま

す
。

交
通
事
故
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
で
起
こ
り
ま
す
。
子
ど
も
自
身

が
危
険
と
安
全
を
認
識
し
て
行
動
で

き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
保
護
者
の

方
が
日
常
の
中
で
く
り
返
し
交
通
の

き
ま
り
を
教
え
て
、
交
通
事
故
か
ら

子
ど
も
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
家
族
そ

ろ
っ
て
楽
し
い
夏
を
過
ご
す
た
め
に
、

日
ご
ろ
か
ら
交
通
事
故
の
恐
ろ
し
さ

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
交
通
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
(幼
稚
園
児
・
小
学

生
・
中
学
生
)の
交
通
事
故

夏
場
に
多
く
発
生

負
傷
者
4
3
7
人
の
う
ち
、
約
3
割
の

1
2
8
人
が
夏
場
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

8
月
の
負
傷
者
は
1
.
5倍

8
月
の
負
傷
者
4
5人
は
、前
年
(
H

年
)
の
3
0人
に
比
べ
、
1
。
5
倍
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

負
傷
者
の
約
6
割
が
自
転
車

子
ど
も
の
負
傷
者
4
3
7人の
う
ち
、

約
6
割
の
2
4
8人が
自
転
車
乗
車
中
に

負
傷
し
て
い
ま
す
。

全
体
の
約
3
割
が
子
ど
も

区
内
で
歩
行
中
に
負
傷
し
た
人
の

う
ち
、
子
ど
も
が
約
3
割
の
1
2
5人を

占
め
て
い
ま
す
。

(
デ
ー
タ
は
1
2年
中
の
も
の
で
す
)

【歩行者側の原因( 12 年中・区内) 】
☆少し遠回りになっても、横断歩逎を渡りま
しょう!
☆青信号でも、左右の安全を確かめて横断し
ましょう!

【自転車側の原因( 12 年中・区内) 】
☆「止まれ」の標識のあるところや見通しの
悪い路地などでは、必ず止まって安全を確
かめましょう!

※ 安全運転義務は安全不確認や前方不注意などです

【子どもの交通事故による
負傷者( 12 年中・区内) 】

伊
豆
諸
島
へ
の
旅
行
に

助
成
金
が
で
ま
す

対
象
=
都
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

助
成
期
間
=
1
4

年
3
月
3
1日
ま
で
(
応
募
者
が
東
京
都
で
1
0万
人
に
達
し

た
時
点
で
終
了
)

助
成
金
額
=
一
人
I
回
に
つ
き
、
▽

旅
館
・
ホ
テ
ル
に
宿
泊
:
i

万
円
(
2

泊
以
上
で
も
同

額
)

▽
民
宿
に
宿
泊
…
6
千
円
(
2

泊
以
上
は
1
万

円
)

※
子
ど
も
(
就
学
前
児
童
)
は
半
額

助
成
方
法

(個
人
旅
行
と
団
体
旅
行
で
は
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
)
=

①
各
島
の
観
光
協
会
へ
宿
泊
の
予
約
を
す
る
(
旅
行
会

社
な
ど
の
パ
ッ
ク
旅
行
は
対
象
外
。
事
前
に
交
通
機
関
も

予
約
し
て
く
だ
さ
い
)

②
▽
個
人
旅
行
(
家
族
旅
行
)

・
:各
島
に
到
着
後
、
現
地
の
観
光
協
会
で
宿
泊
証
を
受
け

取
る

▽
団
体
旅
行
…
旅
行
前
に
区
・
産
業
振
興
課
で

「
宿
泊
証
」
を
受
け
取
る

③
宿
泊
証
に
航
空
券
の
半
券

や
乗
船
証
明
書
(
乗
船
時
に
請
求
)
を
添
付
し
て
宿
泊
先

に
提
出

③
清
算
時
に
助
成
額
を
差
し
引
い
た
金
額
を
支

払
う

問
先
=
区
・
産
業
振
興
課

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
6
3

各
島
の
観
光
協
会
ま
た
は
村
役
場

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815( 直通)

小 ・ 中 学 生 の い じ め 相 談

月曜日～金曜日(祝日を除く)、午前9時～午後4時30分

3880- 5577( 教育委員会教育指導室内)

明
る
い
地
域
づ
く
り

を
め
ざ
し
て

7
月
2
日
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
一
環
と
し
て
、
区
内
5
つ
の
駅
頭

で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

8
月
も
、
多
数
の
団
体
で
構
成
す
る
実

施
委
員
会
が
、
区
内
各
地
で
ミ
ニ
集
会
や

講
演
会
な
ど
の
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
く
た
め
に
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

綾
瀬
駅
頭
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ジャガイモいっぱい
ゴ～ロゴロ

7
月
4
日
、
扇
小
学
校
の
2
年
生

が
、
農
業
体
験
学
習
と
し
て
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
と
て
も
暑
く
、
汗
だ
く
に

な
っ
て
土
い
じ
り
。「
先
生
、こ
ん
な

に
大
き
い
の
と
れ
た
よ
!
・
」と
か
「
見

て
見
て
!

双
子
み
た
い
!
」
と
い

う
元
気
な
声
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
収
穫
し
た
ジ
ャ
ガ
イ

モ
は
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
や
フ
ラ
イ
ト

ポ
テ
ト
、
肉
ジ
ャ
ガ
に
し
て
食
べ
た

い
そ
う
で
す
。
汗
を
流
し
て
自
分
で

掘
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
特
別
お
い

し
い
で
し
ょ
う
ね
!

や
っ
た
!

お
っ
き
い
の
と
れ
た
よ
!

▲
ほ
ら
、
い
っ
ぱ
い
く
っ
つ

い
て
る
ゾ

夏ならここにある
すいすいらんど屋外プール

OPEN

7 月1 日、屋外プールが開放さ れ、
こ の日を心待 ちにし ていた2 千300 人
以上の利用 者でにぎわった、すいすい
らんど綾瀬( 束綾瀬3 一4 一1) 。
オープン当日は、夏本番を思わせる

ようなまぷしい日差しが照りつけ、ま
さにプ ール日和といった感じでした。
こ の屋 外プ ールは、9月15 日まで開放
されてい ます。 ※ 当施設を利用 する
ときは、必ず水泳帽もご持参ください。
ただし、3歳未満のお子さんはご利用
できません

古紙配合率75% 再生紙を使用しています N. K　283, 500


